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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）       （1/1） 

整理 No. ２３ 分類 「PS 灰」、「バイオマスボイラー灰」 

会 社 名 日本製紙株式会社石巻工場  

担 当 者 山口 哲也 

連 絡 先 
TEL 0225-95-6659 FAX 0225-95-7363 

E-mail te-yamaguchi＠nipponpapergroup.com 

技術の名称 再生土木資材「エコツブアッシュ」  

概  要 
（150 字程

度） 

バイオマスボイラーで燃焼した後に発生する焼却灰を、造粒・固化

後、山砂と混合し、優れた締固め性能を有した再生土木資材「エコツ

ブアッシュ」として製品化しました。復興資材として石巻港湾等の盛

土、防潮堤工事に利用されています。  

技術登録等  

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし 

 

① 製造プロセス：右図  
② 用途 

・盛土材 

③ 特徴 
・洗堀に強い 

・高強度、高支持力 

・優れた締固め 

④ 施工事例 

 

 

 

 

 

 

門脇道路改築工事  

 

 

 

 

 

雲雀野防潮堤災害復旧工事 等 
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）          （1/2） 

整理 No. ２４ 分類 「廃ガラス」・「フライアッシュ」  

会 社 名 土木地質株式会社  

担 当 者 橋本 亮 

連 絡 先 
TEL 022-375-2626 FAX 022-375-2950 

E-mail rhashimoto@geoce.co.jp 

技術の名称 耐酸性コンクリート用混和材ハイデガス  

概  要 
(150 字程度) 

ハイデガスは、シリカ成分を多量に含む無機系廃棄物（廃ガラス・フ

ライアッシュ等）にナトリウム成分を加えて製造しており、高炉スラ

グ用の水硬性固化材です。ハイデガスを用いた硬化体は、高強度・耐

海水性･耐酸性に優れ、耐久性の向上を図ることが出来る。  

技術登録等 NETIS 登録「TH-120020-A」 

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし 

 

１．使用形態  
ハイデガスを副材として高炉スラグと混合して、粘土･砂を固化～瓦

礫等によりプレパクトコンクリートを製造する。  
２．混合対象土  

粘性土・砂質土・海水浸漬瓦礫  
３．混合方式もしくは混合技術  

粘性土・砂質土に対して粉体混合及びスラリー投入によるプレパク

トコンクリート  
４．優位性もしくは有意特性  

高強度で強度発現が早く・耐酸性・耐海水性に優れる。  
５．改良材  

シリカ溶液中へのアルカリ刺激によるスラグ表面からの多価陽イオ

ン種の供給による CSH 水和物生成反応。  
６．適用用途  

地盤改良～海岸構造物。 
７．留意点  

固化材は高価であるが、緻密で劣化しにくい。普通ポルトランドセメ

ントに比較してｐH が 0.5 程度高い強アルカリ性である。  
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）         （2/2） 

技術の概要 
（つづき） 

 

 

ハイデガスを用いたペースト硬化体・セメントペースト硬化体  
 

 

ハイデガス（粉体）  
 

 
ハイデガス・普通ポルトランドセメント  

(5%硫酸溶液浸漬 21 週) 
 

 
海水浸漬瓦礫を用いたプレパクトコンクリート打設  
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）       （1/2） 

整理 No. ２５ 分類 「廃ガラス」、「太陽光モジュールパネル」  

会 社 名 (株)環境保全サービス  

担 当 者 狩野公俊  

連 絡 先 
TEL 0197-25-7522 FAX 0197-25-6229 

E-mail kan@po.sphere.ne.jp 

技術の名称 クリスタルストーン、クリスタルサンド  

概  要 
（150 字程度） 

廃ガラスや太陽光モジュールガラスの有効利用を目的とした技術。  
廃ガラスやあきびん、太陽光パネルモジュールガラスなどを破砕プラ

ントで砕いて粒状にしたもので、鋭利な角は全て削られているため安

心して利用可能。粒度の異なる製品タイプあり。  

技術登録等 なし 

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり・なし 

 

１．利用形態  
 廃ガラス類や太陽光モジュールガラスを利用  
２．利用範囲  
 埋め戻し材、路床・路盤材、泥化処理土、敷き材、骨材などに利用  
３．特徴  

■安全 ・・・ガラスを原料しており人体への影響なし  
■無公害・・・天然素材を使用しているため、環境負荷がかからない  
■再生骨材・・・100%リサイクル商品  
■標準粒度・・・1.2mm 未満、1.2～2.5mm、2.5～5mm 
■色別製品・・・ビン原材料の色別製品あり 

 ■水質影響・・・国交省の水質基準 26 項目をクリア  
 ■形状・・・一般の同等品とは異なり、エッジレス（角なし）で安全  
 ■溶出・・・国交省の溶出基準 6 項目をクリア  
 ■認定・・・エコマーク認定材料、埋め戻し材として認定  
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